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司 会：成田裕之 会場監督補佐 
点 鐘：佐々木 雄二 会長 
ロータリーソング 

「それでこそロータリー」 
シェークハンドタイム 
 
 
 大同生命保険（株）浜松支社 
   吉村 真晴 様 
   戸塚 喜洋 様 
 
 

 
 先週より人数が多くいるみたい

で良かったなと思います。いつも

このよう人数がいると、賑やかに

できますので宜しくお願いしま

す。かなり寒くなってきました

が、来週からまた寒さが厳しくな

るようなので、体調を崩さないよ

うに気をつけてください。 
My Rotary を見ていたところ、

トランプ大統領の WHO 脱退宣言

についての記事が載っていまし

た。ロータリーは世界ポリオ根絶

推進団体であるWHOからUSAが

脱退しようとしていることに注意

を払っています。ロータリーはポ

リオの撲滅を掲げて 1988 年以来

励んでいて、今 99.9％まで現象し

ています。今後ともロータリーは

この活動を続けるとのことで、信

念を貫いていきます。皆さんもご

協力お願いします。 
 

 
 

 
・配布資料・・確定申告用領収書 
       抜粋のつづり 
・回覧・・ガバナー月信 
     Rotary 誌 
     カルガリーハット 

・浜松ハーモニーRC のオープン

例会の案内が来ています。 
・次週はかたるべ例会です。次年

度 IM の説明がありますので、ぜ

ひご出席ください。 
 
 
 
♪佐々木雄二さん、中村将義さん 
 本日は大同生命（株）吉村様に
よる健康経営についての卓話とな
ります。ウェルビーイングや健康
経営は注目されている考えですの
でとても楽しみにしています。 

 
♪辻祥治さん 
私は浜松西法人会の会長を務め

ています。大同生命さんには大変

お世話になっております。本日は

拓をありがとうございます。 
 

 

 
♪鈴木とも子さん 
 2月 22 日に浜松磐田信用金庫の

冠試合が浜松アリーナで行われま

す。1回指定席を 2000円で販売し

ますので、ぜひお越しください。 

 
 

 

進行：成田裕之職業奉仕委員長 
☆大同生命保険 吉村 真晴 様 

 
 大同生命保険は税務三団体の一

つである法人会の福利厚生制度を

担当しています。 
 お手元に資料を配布しました。 
 まず全国法人会総連合が発行し

ている冊子「ほうじん」新年号に

掲載された健康経営について造詣

の深い方の記事を紹介します。 

会長挨拶 

スマイル 

幹事報告 

「健康経営について」 

ゲスト 
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 昨今、「健康経営」という言葉

をよく耳にされると思います。令

和 5 年度より、法人会でも会員企

業に健康経営を推進しています。

「健康」とは、「肉体的、精神的

及び社会的に完全に良好な状態で

ある」ことで、単に「病気がな

い」ということではありません。

一般的に会社の経営者のかたは従

業員の健康を経営の重要な要素と

考えていると思いますが、従業員

の健康がそのまま企業の業績・発

展につながるのです。従業員が健

康だと仕事のパフォーマンスが上

がり、会社全体の業績も上がる。

幸福度の高い職場になれば雰囲気

も良くなり、離職率も下がる。さ

らに顧客や外部からの印象も良く

なる。少子高齢化の時代、働き手

が減り、人材難というのはどこの

会社でも見られます。そのために

健康経営を導入するという会社も

増えています。日本の労働生産性

は増えているように見えても、実

は下がっています。そのため賃金

アップには限りがあり、「仲間と

のつながり」「仕事のやりがい」

「自分の価値」などが重要視され

てきます。従業員の幸福度を増や

すことを会社で取り組んで頂きた

いと思います。 
 もう一つ国の財政の問題もあり

ます。ご存じのように国の医療費

は右肩上がり。長い時間を過ごす

職場で健康を呼びかけるのはとて

も重要です。経済産業省も職場に

導入することを勧めています。 
 とはいえ、「従業員の数が少な

いので、健康経営に取り組む意味

があるのか？」という質問があり

ました。幸福感の向上には企業の

大小は関係ありません。「初期費

用のコストがかかりそうだ」と考

える企業もあります。これについ

ては後ほど説明致しますが、認定

を受けるのにほぼお金はかかりま

せん。最初は熱心に取り組んでも

そのうちウヤムヤになりそうという

心配に対しても、継続するためのい

ろいろな手法があります。 

職場で過ごす時間は長いです。お

互いに知恵を出し合って、職場の中

で皆さんの幸福度向上に取り組んで

いただきたいと思います。 

 
 

☆戸塚 喜洋 様 

 
 健康経営に取り組むことについ

て、浜松市は協会けんぽ静岡支部

と連携して地域企業をサポートし

ています。健康経営のメリットは

職場の活性化で生産性が向上、企

業イメージの向上、採用への応募

者増加などで、離職率も低下しま

す。離職率は全国平均 11.1%に対

し、健康経営優良法人取得法人は

4.6%です。健康経営優良法人認定

制度で認定を受けると社内外から

社会的評価を得られます。具体的

にはロゴマークを企業の PR に活

用でき、政策金融融資制度の対象

になります。市の公共調達などの

加点、優遇措置も受けられます。

因みに浜松市では 1951社が健康宣

言をし、うち 169 社が健康経営有

料法人に認定されています。 
 認定にはまず、「健康宣言」から

始めるとよいかと思います。協会

けんぽが企業の健診データを分析

し、課題の「見える化」や取り組

み内容の決定を手伝います。 
 健康経営に取り組むにあたって

は、浜松市が経営セミナーや補助

金の交付などのサポートを行って

います。また、けんぽからも事例

集や広報誌などの提供がありま

す。どちらのサポートも無料で

す。優良法人認定を申請するには

「健康経営優良法人認定事務局」

のポータルサイト内に詳しい情報

が集約されています。 
☆吉村様 
 弊社は生命保険業をしており、常

に人の募集をしています。以前はハ

ローワークや HP からの求人応募が

多かったのですが、最近はテレビ

CM の影響が大きく、リクルートエ

ージェントやビズリーチなどの人材

紹介会社を経由してくる人が 8 割ほ

どです。社員一人を採用するのにか

なり高額を要求されます。人の採用

にものすごくコストがかかる時代に

なりました。 
 健康経営優良企業では間違いなく 

離職率の低下が起こっています。認

定の構造上、従業員の連帯感を高め

るのです。採用の際も「従業員に優

しい会社であることが国に認められ

ている」ホワイト企業という印象に

なります。 
 具体的に認定を受けるには、まず

加入保険者が実施する「健康宣言事

業」に参加をします。これは簡単に

認定が取れ、費用もかかりません。

ですが、この県の認定を取らないと

次に進めません。 
 次に 8 月下旬から 10 月中旬、国

の認定制度に応募します。申請料は

16,500 円。認定期間は 1 年で毎年更

新をします。この時に県の認定が必

要になります。国の認定を受けるこ

とのメリットは先ほど申し上げまし

が、このほか外国人従業員の在留審

査が簡素化される特典もあります。 
 大同生命としては、この認定につ

いてメール相談、オンライン相談な

どのサポートを無料でしています。 
 最後に健康サポートプログラムに

ついて。健康経営優良法人の認定を

受け続けるためには、年 1 回の健康

診断だけでなく、会社が従業員の健

康を支援する必要があります。健康

診断の結果をWebで管理し、生活習

慣病のある、または発症リスクのあ

る従業員に健康促進し、健康増進を

会社として取り組みます。この継続

はなかなか難しいところがあります

が、取り組み状況に応じてポイント

を付けることでモチベーションを維

持できます。 
 健康経営という考え方は今非常に

普及しており、今後認定を受ける企

業はますます増えることと思われま

す。 

 
 
 

 
＊＊＊出席報告＊＊＊ 

 
発表：寺田 朋広 出席委員長 

 
会員数        ４１名 

出席者数       ２４名 

出席算定会員数    ３３名 

出席率      ７２．７３% 

 

前々回出席者数     

４１名 

前々回出席率     

１００％ 

 


